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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

『曽我物語』は、さまざまな文化・文芸と関わりあいながら長きにわたって読み継

がれてきた。仮名本は、そうした『曽我物語』の受容の歴史に欠かせない諸本群であ

る。本研究は、未だ研究の余地がおおく残されている仮名本系諸本の生成と変容の解

明に向けて、諸本の本文研究を行うための基盤づくりを目的とする。そのために、主

要伝本を収集し、本文分析を開始すること、仮名本系諸本の展開相を視野に入れた 作

品世界の分析をおこなっていく。  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

「研究の概要」に示した通り、本研究は、『曽我物語』の受容史研究に向けた、仮名本系諸本の生成と変容を

解明するための基礎研究の一部である。本年度は、次年度以降の本文分析を中心とした諸本研究に向けた基盤

づくりを目的に、諸本の収集・調査と十行古活字本を軸に据えた作品世界の分析に取り組んだ。 

 

１．諸本の収集・調査 

静嘉堂文庫を訪れ、松井本・岸本本・十二行大型古活字本の原本を閲覧し、書誌調査をおこなった。このうち

仮名本の主要伝本とされている松井本・岸本本は、複写申請をし、手元に集めた。武田本甲本・武田本乙本につ

いては、國學院大學デジタルライブラリーにて閲覧できる環境が整っているため、所蔵館に確認をとり、全巻ダ

ウンロードし、収集を完了させた。 

７月以降に予定していた円成寺本・天理大学附属天理図書館蔵本の収集については、それぞれ所蔵先での調

査を含めた収集を計画していたが、コロナウイルスの感染の再拡大により所蔵先での調査が厳しいと判断した

ため、計画を変更した。具体的には、所蔵先に申請し、遠隔複写での収集に変更した。原本の閲覧および調査は

できなかったが、複写物を手元に集めることができたため、次年度以降の本文分析が可能となった。なお、計画

の変更に伴う予算の関係から、戸川本・慶応義塾大学図書館蔵本に関しては、次年度以降に調査・収集を行うよ

うに変更した。 

 

２．作品研究と成果発表 

『曽我物語』の流布本の基盤となった十行古活字本（以下、十行本と記す）を対象に、主要人物のひとりであ

る五郎の描かれかたを通して、人物造型の方法を分析した。さらに、仮名本のなかでも最古態を留めているとさ

れる太山寺本と対照することで、仮名本の展開相を視野にいれつつ、十行本の五郎に対する造型意識の質を分

析した。以下、その結果を報告する。 

⑴五郎の造型 

 十行本は、巻第３を中心に兄との関係を通して、五郎の人物像をつくりだしていた。この人物像を基点に、巻

第４からは五郎の心情が形成・変質していく過程を描き出していた。さらに、巻第４後半では、母親との関係を

通して、形成された心情が揺らぎながらも確立していく過程が描き出されていた。こうした五郎の描かれかた

の分析から、心情の変質過程を描くことで人物像を意味づけていく十行本の人物造型方法を明らかにした。 

⑵仮名本の方法 

仮名本の人物造型の方法は、太山寺本を中心に据えた分析によって、他人物との交流や出来事によって人物

の心情や性格を変質させることなく、物語を一貫して「固定化」させていると考えられてきた（村上學「真字本

と仮名本のストーリー構造」『曽我物語の基礎的研究』風間書房、1984・5）。しかし、今回の五郎の造型を通し

た分析からは、物語の展開や他人物との交流とからめて、五郎の心情の形成・変質過程を描いたうえで決定づけ

るという、人物造型方法が確認された。この方法は、太山寺本の段階から確認することができ、これまで見落と

されてきた仮名本の方法のひとつといえる。 

⑶仮名本の展開 

⑴にて明らかにした五郎の人物造型は、太山寺本の段階から確認される。ただし、五郎の造型に対

する意識の程度に注目して、十行本と太山寺本を対照すると、巻第３を中心に明確な差が見られた。

十行本では、太山寺本よりも五郎個人の輪郭を際立たせて造型していることが明らかになった。こう

した五郎に対する造型意識の深さは、十行本の特質として受け止められるものである。 
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研究成果の概要（つづき ）  

⑷展望と成果発表 

⑴～⑷の分析結果を踏まえると、ひとくちに仮名本といっても、最古態の太山寺本の段階から流

布本の段階にかけて、造型意識に変容の跡がうかがえる。今後は、諸本研究に踏み出すことで、諸本

の動態と具体的な分布相の把握が目指される。以上の研究成果は、2021 年 12 月に開催された立教

日文大会にて発表した。 

 

３．本文分析 

上記の作品研究を踏まえ、来年度に向けた本文分析に取り組み始めた。具体的には、対象とする諸

本を増やし、五郎に対する造型意識のちがいが顕著にみられた巻第３に焦点化して、造型意識の質

的な変化を比較分析した。 

仮名本は、甲乙の二類に下位分類され、乙類が古く、その乙類本文に真名本系統の本文を混入させ

たものが、甲類とされている。乙類に分類される武田本甲本、乙類と甲類の中間的形態を持つとされ

る南葵文庫本を対象にくわえて分析したところ、太山寺本より一段階後の本文を持つとされる武田

本甲本の段階から、五郎の輪郭を際立たせようとする意識が確認された。この意識については、武田

本甲本・南葵文庫本・十行本と段階的に深まっていく動きがうかがえた。現状では限定的な分析範囲

に留まっており、この分析結果を明確に結論づけることはできないが、仮名本系諸本の具体的な動

態が明らかになりつつあるといえる。次年度以降、収集した伝本の本文研究に取り組むことで、より

本格的に分析を進めていく予定である。 

 

４．同時代文芸との関わりあい 

⑴「小袖乞」場面の分析 

『曽我物語』のなかでも、いわゆる「小袖乞」場面をとりあげ、十行本を軸に、真名本・幸若舞「小

袖曽我」・能「小袖曽我」を視野にいれて分析をおこなった。従来、芸能作品との関わりあいのなか

で論じられてきた傾向にあり、分析の際には、真名本・仮名本の該当場面のみを部分的に切り取っ

て、芸能作品と横ならびにする形で研究が進められてきた。しかし、真名本・仮名本における当該場

面は、作品世界を構成する一場面であり、両本の作品世界における位置づけを見定めたうえで、芸能

作品との相関関係を分析する必要がある。よって、報告者は、まず曽我兄弟の母親の人物造型を手掛

かりに、十行古活字本における当該場面の位置づけを目指し、分析をおこなった。 

⑵絵の分析 

本学所蔵の『曽我物語絵』の閲覧および書誌調査をおこなった。『曽我物語』の絵入り版本や幸若

舞曲をはじめとした周辺文芸との関わりあいを視野に収めつつ、次年度以降も引き続き調査・分析

に取り組んでいく予定である。 
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④その他  

齊藤探花「仮名本『曽我物語』の展開――十行古活字本における五郎の人物造型を通し

て――」、立教大学日本文学会大会（オンライン開催）、 2021.12.04 

 


